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【問 1】　次の設問は「機械製図の基礎知識」について問うものである。次の空欄の（　　）
内に当てはまる最も適切な語句を、解答群 A 〜 O より1つ選び記号で答えなさい。

●	 事業者に対して 3R に関する取り組み義務を定めた法律は（　1　）であり、パソコ
ンや小型二次電池など事業者による引き取りとリサイクルなどが規定されている。

●	 現在および将来の国民の健康で文化的な生活の確保に寄与することを目的として、
2000 年 6 月に制定された法律は（　2　）である。

●	 化学物質による環境の保全上の支障が生ずることを未然に防止することを目的と
して制定された法律は（　3　）である。

●	 具体的な材料や大きさなどを工学的な解析で決め、加工が可能かなどを明らかにす
る設計を（　4　）という。

●	 部品図に含まれる情報として、表面性状や材料などの情報は（　5　）に含まれる。

解答群
［Ａ］ 自動車リサイクル法	 ［Ｂ］ 環境基本法	 　［Ｃ］ 資源有効利用促進法
［Ｄ］ 基本設計	 ［Ｅ］ 構想設計	 　［Ｆ］ 生産設計
［Ｇ］ 属性情報	 ［Ｈ］ 形状情報	 　［Ｉ］ 寸法情報
［Ｊ］ 循環型社会基本法	 ［Ｋ］ グリーン購入法	 　［Ｌ］ 家電リサイクル法
［Ｍ］ 食品リサイクル法	 ［Ｎ］ PRTR 法	 　［Ｏ］ 容器包装リサイクル法

筆記問題
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【問 2】　次の設問は「材料」および「材料記号」について問うものである。次の空欄の（　　）
内に当てはまる最も適切な語句を、解答群 A 〜 Oより1つ選び記号で答えなさい。

●	 金属材料は主に（　6　）と非鉄に分けられる。
●	 樹脂材料は熱硬化性樹脂と熱可塑性樹脂に分けられる。さらに、熱可塑性樹脂はエ

ンジニアリングプラスチックと（　7　）に大別される。
●	 材料記号「SS400」において第 2 位の S は（　8　）を表す。
●	 金属材料の形状において主に機械の枠組み、架台、鉄塔、建築資材として使われる

のは（　9　）である。
●	 鉄鋼系材料である（　10　）は普通鋳鉄を表す。

解答群
［Ａ］ 汎用プラスチック	 ［Ｂ］ 合成プラスチック	 ［Ｃ］ メラミン樹脂
［Ｄ］ 冷間圧延鋼材	 ［Ｅ］ リベット用圧延材	 ［Ｆ］ 一般構造用圧延材
［Ｇ］ SUS304	 ［Ｈ］ FC200	 ［Ｉ］ A5154P
［Ｊ］ 鋼	 ［Ｋ］ 鉄	 ［Ｌ］ ニッケル
［Ｍ］ 形鋼	 ［Ｎ］ 板形状	 ［Ｏ］ 線形状
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【問 3】　次の設問は「加工方法」について問うものである。次の空欄の（　　）内に当て
はまる最も適切な語句を、解答群 A 〜 O より1つ選び記号で答えなさい。

●	 金型により板状の金属に圧力をかけてその形状に変形させる加工方法を（　11　）
という。

●	 シート状の樹脂を金型に入れ、金型にある空気抜き穴より空気を抜き、樹脂を金型
に引き寄せて成形する加工方法を（　12　）という。

●	 フライス加工とは工具を回転させ、（　13　）で削ることをいう。
●	 表面処理において表層面の合金成分を変えて硬化させる方法として、ガス浸炭や

（　14　）がある。
●	 真空中で電子線を集結し、これを被溶接物に衝突させ、そのとき発生する熱を利用

して溶接を行う方法を（　15　）という。

解答群
［Ａ］ 射出成形法	 ［Ｂ］ 真空成形法	 ［Ｃ］ ブロー成形法
［Ｄ］ 酸化	 ［Ｅ］ 窒化	 ［Ｆ］ 硬化
［Ｇ］ 抵抗溶接	 ［Ｈ］ アーク溶接	 ［Ｉ］ 電子ビーム溶接
［Ｊ］ 圧延加工	 ［Ｋ］ 鋳造加工	 ［Ｌ］ プレス加工
［Ｍ］ 研削砥石	 ［Ｎ］ バイト	 ［Ｏ］ フライス
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【問 4】　次の設問は「機械要素」について問うものである。次の空欄の（　　）内に当て
はまる最も適切な語句を、解答群 A 〜 O より1つ選び記号で答えなさい。

●	 ねじを表す際には、[ ねじの呼び ] − [ ねじの等級 ] − [（　16　）] を表記する。
●	 ねじ山の巻き方向は、（　17　）の場合のみ「LH」の記号を付ける。
●	 下図に示すおねじにおいて正しい図は（　18　）である。

ア イ ウア イ ウ

 

●	 ねじ込み部の長さを記述する場合、正しい図は（　19　）である。

カ キ ク

M12×24/M10.2×32 M12×24－φ10.2×32 M12×24/φ10.2×32

カ キ ク

●	 ねじの種類を表す記号において、R は（　20　）を表す。

解答群
［Ａ］ ねじ山数	 ［Ｂ］ ねじ山の巻き方向	 ［Ｃ］ ピッチ
［Ｄ］ カ	 ［Ｅ］ キ	 ［Ｆ］ ク
［Ｇ］ 三角ねじ	 ［Ｈ］ 左ねじ	 ［Ｉ］ 右ねじ
［Ｊ］ テーパめねじ	 ［Ｋ］ テーパおねじ	 ［Ｌ］ 平行おねじ
［Ｍ］ ア	 ［Ｎ］ イ	 ［Ｏ］ ウ
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【問 5】　次の設問は「寸法公差とはめあい」および「幾何公差」について問うものである。
次の空欄の（　　）内に当てはまる最も適切な語句を、解答群 A 〜 O より1つ選び記号
で答えなさい。

●	 普通公差の公差等級を表す記号において m は（　21　）を表す。
●	 はめあいにおいて、穴と軸の組み合わせで、常にしめしろができるはめあいを 

（　22　）という。
●	 工作物の幾何公差を指示するために設ける理論的に正確な幾何学的基準を 

（　23　）という。
●	 幾何公差を表す記号において位置度公差を表す記号は（　24　）である。
●	 幾何公差に用いる付加記号において、全周（輪郭度）を表す記号は（　25　）である。

解答群

  ［Ａ］ しまりばめ	 ［Ｂ］ すきまばめ	 ［Ｃ］ 中間ばめ
  ［Ｄ］ マンドレル	 ［Ｅ］ データム	 ［Ｆ］ ターゲット

  ［Ｇ］ 	 ［Ｈ］ 	 ［Ｉ］ 

  ［Ｊ］ 中級	 ［Ｋ］ 粗級	 ［Ｌ］ 精級

  ［Ｍ］ 	 ［Ｎ］ 	 ［Ｏ］ 
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実技問題
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【問 1】　付図 1はカムを用いた機構を表した図である。作図条件に従い付図 1を作図し
なさい。

≪作図条件≫
1．�作図位置は配布図面、問 1 の解答枠に描かれた回転中心を基準に部品 1および部品

2 を作図すること。
2．�部品 2 は回転中心点より上方 40mm の点を通過する水平線に接するものとする。
3．�部品 1は常に部品 2 に接している。
4．�中心線は必要に応じて作図すること。
5．�中心線を含む図形要素以外は作図しないこと。

解答枠回転中心

部品1 部品2

解答枠回転中心

付図1

部品1 部品2
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【問 2】　付図 2 は万力の本体を表した図である。作図条件に従い付図 2 の三面図を作図
しなさい。

≪作図条件≫
1．�作図位置は配布図面、問 2 の解答枠に描かれた正面図左下を基準に作図すること。
2．�作図する三面は正面図、右側面図、平面図とし、それぞれの寸法は正面図、矢示法で

表した図を参考に作図すること。
3．�中心線は必要に応じて作図すること。
4．�かくれ線となる部分も全て作図すること（付図 2 のかくれ線は一部省略してある）。

正面図

付図 2
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【問3】　付図3は軸受けを表した図である。作図条件に従い付図3をトレースしなさい。

≪作図条件≫
1．作図位置は配布図面、問 3 の解答枠に描かれた中心線を基準に作図すること。
2．�長さ 150 の軸受けをトレースすることとし、各部の寸法は表 1より適切な寸法を選

び用いること。
3．中心線を含む図形要素以外は作図しないこと。

付図 3

表 1


